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プログラム表



				2025年
5/11(日)
10:00～16:00 ネン ニチ		1.フィジカルアセスメント総論
　　医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメント目的を知ろう
2.臨床推論に活用できる基礎知識
　　病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」、実施症例では
　　「循環動態」をどうイメージするか、医師による「症候学の理論」、
　　看護師による「よくみる症候に対する看護」
3.事例で学ぶ臨床推論
　　主訴から段階を踏んで行うSGD シュソ ダンカイ フ オコナ





				2025年
9/28(日)
10:00～16:30 ネン ニチ		1.＜講義・実技実習＞バイタルサイン情報収集スキル習得
2.ランチョンミーティング　　※軽食付き
3.＜講義・SGD＞フィジカルアセスメントを活用した臨床推論







入門



				時間 ジカン		プログラム

				10:00
～12:00		【Ⅰ】フィジカルアセスメント総論
　　　　～医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメントの目的を知ろう～
ⅰ）臨床推論を進める上での「フィジカルアセスメント」の位置づけ
      各職種の臨床推論における判断ツールとしてのフィジカルアセスメント
ⅱ）医師のフィジカルアセスメント
 　　 病態把握のための問診の仕方とポイント　
ⅲ）看護師のフィジカルアセスメント
　　　全人的に捉えた情報の臨床推論への活用 
ⅳ）薬剤師のフィジカルアセスメント
 　　 薬の適正使用につながるフィジカルアセスメント
ⅴ）フィジカルアセスメントのまとめ
 　　 多職種の共通言語「フィジカルアセスメント」を薬剤師も行おう ゼンジンテキ トラ リンショウ スイロン カツヨウ

				12:00
～13:00		　昼休憩 ヒル キュウケイ

				13:00
～14:30		【Ⅱ】臨床推論に活用できる基礎知識
ⅰ）病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」
ⅱ）実施の症例では「循環動態」をどうイメージするか
ⅲ）医師はこう考える「症候学の理論」
ⅳ）看護師はどこに注目する「よくみる症候に対する看護」 ビョウタイセイリ アキ ケツアツ ジュンカン ダッスイ フシュ ジッシ ショウレイ ジュンカン ドウタイ イシ カンガ ショウコウガク リロン カンゴシ チュウモク ショウコウ タイ カンゴ

				14:30
～16:00		【Ⅲ】事例で学ぶ臨床推論～プロセスに沿って臨床推論をしてみよう～
　　※Zoomのブレイクアウトルームを用いたSGDです。
      各セッションに講師がファシリテーターとして参加します。







実践



				時間 ジカン		プログラム

				10:00
～12:00		【Ⅰ】バイタルサイン情報収集スキル習得
ⅰ）＜講義＞フィジカルアセスメントを薬剤師が行う意義を知ろう
　　　・聴診器の正しい使用法の指導　・簡易な医療機器の原理と使用法
　　　　（アネロイド血圧計、自動血圧計、パルスオキシメーター等）
ⅱ）＜実技実習＞実際にバイタルサインを収集してみよう
 　　　・聴診器の使用　・呼吸、脈拍、血圧、SｐO2の測定
ⅲ）＜実技実習＞フィジコを触ってみよう
　　　・正常時の音の聴取　・呼吸器、心臓、腸音の疾患別解説を伴う聴取
　　　・瞳孔散大の確認

				12:00
～13:00		【ランチョンミーティング】（サンドイッチ、お茶）
　　パルスオキシメーターから病態を把握してみよう チャ

				13:00
～16:30		【Ⅱ】フィジカルアセスメントを活用した臨床推論
ⅰ）＜講義＞症例検討を行うにあたっての基礎知識
　　　・診断の流れ、疾病の基礎　・心電図の見方　・胸部X線写真の見方
ⅱ）実際の診療風景を見てみよう（フィジコ使用）
　　　症例①②
ⅲ）動画で見る、在宅医療における実際～薬剤師の臨床推論～



						　　





入門チラシ



				時間 ジカン		プログラム

				10:00
～12:00		【Ⅰ】フィジカルアセスメント総論～医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメントの目的を知ろう～
ⅰ）臨床推論を進める上での「フィジカルアセスメント」の位置づけ：
      各職種の臨床推論における判断ツールとしてのフィジカルアセスメント
ⅱ）医師のフィジカルアセスメント：病態把握のための問診の仕方とポイント　
ⅲ）看護師のフィジカルアセスメント：全人的に捉えた情報の臨床推論への活用 
ⅳ）薬剤師のフィジカルアセスメント：薬の適正使用につながるフィジカルアセスメント
ⅴ）フィジカルアセスメントのまとめ：多職種の共通言語「フィジカルアセスメント」を薬剤師も行おう ゼンジンテキ トラ リンショウ スイロン カツヨウ

				12:00
～13:00		　昼休憩 ヒル キュウケイ

				13:00
～14:30		【Ⅱ】臨床推論に活用できる基礎知識
ⅰ）病態生理から明らかにする「血圧・循環・脱水・浮腫」
ⅱ）実施の症例では「循環動態」をどうイメージするか
ⅲ）医師はこう考える「症候学の理論」
ⅳ）看護師はどこに注目する「よくみる症候に対する看護」 ビョウタイセイリ アキ ケツアツ ジュンカン ダッスイ フシュ ジッシ ショウレイ ジュンカン ドウタイ イシ カンガ ショウコウガク リロン カンゴシ チュウモク ショウコウ タイ カンゴ

				14:30
～16:00		【Ⅲ】事例で学ぶ臨床推論～プロセスに沿って臨床推論をしてみよう～
　　※Zoomのブレイクアウトルームを用いたSGDです。
      各セッションに講師がファシリテーターとして参加します。 カク コウシ サンカ







実践チラシ



				時間 ジカン		プログラム

				10:00
～12:00		【Ⅰ】バイタルサイン情報収集スキル習得
ⅰ）＜講義＞フィジカルアセスメントを薬剤師が行う意義を知ろう
　　　　・聴診器の正しい使用法の指導   ・簡易な医療機器の原理と使用法
　　　　　（アネロイド血圧計、自動血圧計、パルスオキシメーター等）
ⅱ）＜実技実習＞実際にバイタルサインを収集してみよう
　　　　・聴診器の使用 　・呼吸、脈拍、血圧、SｐO2の測定
ⅲ）＜実技実習＞フィジコを触ってみよう
　　　　・正常時の音の聴取 　・呼吸器、心臓、腸音の疾患別解説を伴う聴取 　・瞳孔散大の確認

				12:00
～13:00		・【ランチョンミーティング】　パルスオキシメーターから病態を把握してみよう

				13:00
～16:30		【Ⅱ】フィジカルアセスメントを活用した臨床推論
ⅰ）＜講義＞症例検討を行うにあたっての基礎知識
　　　　・診断の流れ、疾病の基礎 　・心電図の見方   ・胸部X線写真の見方
ⅱ）実際の診療風景を見てみよう（フィジコ使用）　症例①②
ⅲ）動画で見る、在宅医療における実際～薬剤師の臨床推論～ ショウレイ
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